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20 大門大塚古墳・出土遺物
平成5年3月26日
県指定文化財史跡

直径27.0ｍの円墳。埋葬施設は、円礫積みの横
穴式石室で、銅鏡、ｆ字鏡板付轡、剣菱形杏葉、
楕円形鏡板付轡、玉類、須恵器が出土。６世紀
前半ごろの築造。
説明板あり。浅羽郷土資料館に一部展示。

袋井市諸井の心宗院を中心とする一帯に残る
土豪の館跡。13世紀後半から数度の改修を経
て、16世紀の後半まで断続的に利用されている。
南北約105ｍ、東西約85ｍの規模を有す。
説明板有り。

馬伏塚城主であった小笠原氏清の供養塔で、天正
４（1576）年に改葬された際に造られたと伝えられ
る。高さ155㎝。
幅54㎝の五輪塔。

長辺34.0ｍ、短辺29.0ｍの二段築成の方墳。墳丘には葺石と埴輪が巡る。
木棺直葬の埋葬施設の周囲からは、漆塗りの盾が３点発見され、棺内から
は三角板革綴短甲・冑、肩甲、頸甲、鉄剣、鉄刀、やりがんな、斧等多数出
土。棺外からは、鉄製鉾や鉄鏃が出土。５世紀中ごろの築造。　
浅羽郷土資料館に一部展示。

団子塚遺跡Ｄ地点の１号周溝墓より出土。全長34.0
㎝。弥生時代後期ごろ。
浅羽郷土資料館で展示。

平治元（1159）年に平治の乱
で平清盛に敗れた源義朝ら
は、東国へ落ち延びる途中、
次男朝長（源頼朝の兄）は、
矢傷を受け岐阜県大垣市青
墓で自害した。従者の大谷忠
太は、朝長の首を自らの故郷
袋井市三川へ密かに持ち帰
えったと伝えられる。
説明板あり。駐車場５台。

袋井市梅山の常林寺に立つ。高さ2.27ｍ、幅0.89ｍ
の石碑。浅羽佐喜太郎の威徳を偲ぶため、旧東浅
羽村の人 と々、ベトナム独立運動の指導者のひとり、
ファン・ボイ・チャウによって大正７（1918）年に建立。
説明板あり。駐車場５台。

キリスト教の弾圧の厳しかった江戸時代に、
キリスト像を模した灯籠を造って密かに信仰
を続けた。石材は、兵庫県の赤御影石。復
元高約1.6ｍ。　説明板あり。

戦国時代の城で、高天神城の攻防に際しては、武田方
に対抗する徳川方にとって重要な拠点であった。城主
は、小笠原長高（1544年殉）から、高力清長（1582年駿
河国田中城へ）まで、７人の名がある。　説明板あり。

浅羽東小学校建設に先立って発掘調査が行われ、
企画性を持つ建物群が発見され、居館域・倉庫域・
竪穴住居域などから構成されていることが明らかと
なった。その後の調査により、四面庇建物も発見され
ている。

延宝８（1680）年に東海地方を襲った台風の後、大き
な被害のあった大野・中新田地区の人々によって造
られた避難所の機能を持つ塚である。　大野命山：
長辺38ｍ×短辺24ｍ×高さ４ｍ。中新田命山：長辺35
ｍ×短辺26ｍ×高さ5.5ｍ。
説明板あり。駐車場2台（中新田命山）。

明応年間（1492～1501）ころに、久野宗隆によって築城され
たと伝えられる。丘陵先端部を切断し、東西南方向に堀を
巡らしている。城内には、竪堀、土塁、井戸などが残る。久野
氏・松下氏と城主が遷り、北条氏重を最後に、正保元
（1644）年廃城となる。　説明板あり。ＷＣ。駐車場15台。

天正６（1578）年、高天神城の侍で
あった篠田源五が、木原で非業の
死を遂げた。その霊を慰めるために
始められたと伝えられ、毎年８月のお
盆に行われている。
文化財ビデオ第２集｢木原大念仏｣

嵯峨天皇・弘法大師（空海）とともに「日
本三筆」と呼ばれる橘逸勢の供養塔。
承和の変（842年）で、謀反を起こし伊
豆に流される途中病死した。
説明板あり。

赤尾渋垂神社内にあり、天正16
（1588）年と、嘉永２（1849）年の棟
札が残っている。　駐車場20台。

貞享４（1687）年の修理記録をもつ
入母屋造の三間堂。

この東司（トイレ）は、棟木に残る
墨書によると、寛政８（1796）年
に建立されたことがわかり、当初
は本堂南東前方にありました。
説明板あり。駐車場10台。

幕末から昭和初期にかけて建築さ
れたと推定され、木造洋風二階建て
の病棟と、木造和風平屋建ての居
宅などからなる。
文化財ビデオ第14集『澤野医院記
念館－解説ビデオ－』。
土日祝日開館。説明板あり。WC。
駐車場８台。

他に類を見ない小形の四十九薬師像である。
像高37.0㎝。　非公開。

袋井市小山の大宥が元文４（1739）
年に、全国122社寺を回り奉納した
納経帳。個人蔵／非公開。

文政13（1830）年の、伊勢神宮へ
のお陰参りのことが記されている。
非公開。

毎年12月８日の早朝に、山の神の化身と
なった袋井市浅名岡山地区の小学生
が、笹竹を持ちながら、集落全戸を清め
て回る神事。
岡山の山の神祭り保存会製作ビデオ
『岡山の山の神祭り』

毎年８月15日の夜、平治の乱で悲運の最
期を遂げた源朝長の霊を弔うために、御沙
汰神社から積雲院までの間で行われてい
る。
文化財ビデオ第１集｢源朝長公御祭礼｣。

72 久野城址
昭和54年10月1日
市指定文化財史跡

高尾

74 馬伏塚城跡
昭和55年11月3日
市指定文化財史跡

浅名

79 小笠原氏清供養塔
平成17年1月28日
市指定文化財史跡

73 源朝長墓
昭和54年10月1日
市指定文化財史跡

浅名

77 浅羽佐喜太郎公紀念碑
平成10年7月31日
市指定文化財史跡

梅山

75 万松院の切支丹灯籠　
昭和56年11月3日
市指定文化財史跡

梅山

友永

76 十二所居館
平成10年1月27日
市指定文化財史跡　

諸井 78 古新田遺跡
平成17年1月28日
市指定文化財史跡

浅羽

55 五軒平古墳出土五鈴鏡
昭和57年2月8日
市指定文化財考古資料

愛野

18 五ヶ山 B2 号墳出土遺物
平成15年3月12日
県指定文化財考古資料

浅名

浅名57 鉄剣
平成17年1月28日
市指定文化財考古資料

鷲巣

21 大野命山・中新田命山
平成19年3月20日
県指定文化財史跡

大野・中新田

【
史
跡
】

【
考
古
資
料
】

69 木原大念仏
昭和56年3月5日
市指定文化財無形民俗

68 源朝長公御祭礼
昭和54年10月1日
市指定文化財無形民俗

源朝長は平安時代末期の武
将。源義朝の次男。頼朝・義経
は弟。16歳という短い生涯を閉
じた朝長は岐阜県大垣市に葬
られましたが、敵に墓をあばかれ
京でさらし首にされてしまいま
す。朝長の守役であった大谷忠
太は首を奪い返し、自分の故郷
の地に埋葬したのだといわれて
います。

木原

26 建福寺薬師堂
平成6年3月28日
市指定文化財建造物

川会

24 雲谷寺東司
昭和60年3月19日
市指定文化財建造物

大谷　

27 旧澤野医院
平成11年4月23日
市指定文化財建造物

川井　

66 橘逸勢供養塔
昭和62年5月11日
市指定文化財有形民俗

上山梨

昭和62年5月11日
市指定文化財有形民俗

64 長泉寺薬師如来立像附
遠江四十九薬師像　

昭和62年5月11日
市指定文化財有形民俗　

65 伊勢大神宮
おかげ御蔭接待寄附帳

昭和62年5月11日
市指定文化財有形民俗　

深見

67 六十六部
日本廻国納経帳 小山

見取

23 白山権現社
昭和51年9月21日
市指定文化財建造物

高尾

71 岡山山の神祭り
平成7年1月28日
市指定文化財無形民俗

浅名　 友永　

【
無
形
民
俗
】

【
有
形
民
俗
】

【
建
造
物
】

源  朝長

橘逸勢は平安時代の書家。延暦23
（804）年に最澄・空海らと遣唐使とし
て唐に渡りました。唐では「橘秀才」と
称されたといいます。現在、橘逸勢の
書と明確に確認できるものは残ってい
ませんが、「三筆」の一人であることは
大変有名です。

橘  逸勢

北山遺跡１号墓より262点出土。
緑色凝灰岩を中心に、鉄石英の
材質。弥生時代中期ごろ。
浅羽郷土資料館で展示。

愛野地内より開墾中に発見。直径8.8㎝、周
囲に５個の鈴が付く。青銅製。古墳時代後
期。個人蔵／非公開。

56 管玉
昭和17年1月28日
市指定文化財考古資料

浅名

だい もん おお つか こ ふん しゅつ ど い ぶつ

おお

じゅう に しょ きょ

お がさ

ご か やま びーに ごう ふんしゅつ ど い ぶつ

くだ たま てっ

ご けん びら こ ふんしゅつ ど ご れい きょう

けん

わら うじ きよ く

みなもとの
あさ

ばんしょういん きり し たん どう ろう

ば さ き た ろう こう き ねん ひ
ともながのはか

よう とう

かん ま こ しん でん い せきむし づかじょう あと

の いのちやま なか しん でんいのちやま

く の じょう し

き

たちばなのはやなり

たちばなの

みなもとの とも なが

はや なり

く

ろく

い せ だい

ちょう

とおとうみ し じゅうく やく し ぞう

せん じ やく し にょらいりゅう ぞうつけたり

じん ぐう

お かげ せっ たい き ふ ちょう

じゅうろく ぶ

に ほん かい こく のうきょうちょう

よう とう

はら だい ねん ぶつ おか やま みなもとのともなが こう ご さい れいやま かみ まつ

よこ

あな

だ えん けいかがみいた つきくつわ

しき せきしつ えふ

お

ま

ふき

もっ

さん かく ばん かわ とじ たん こう かぶと かた こう けい こう

かん じき そう

いし はに わ

むし づか

がさ わらなが たか

より とも

おお

た

やのちゅう

こう りき

きょ

たて あなじゅうきょ

し めんひさしたてもの

かん

きよ なが

じ かがみいた つきくつわ けん びし がた

むね

うじほう じょう しげ

たか

たか

ささ だ げん ご

さい

よし より よし

おおやのちゅう

た

つねともとも

ちょう くう かい けん

さん ぴつ

とう し

てん じん

はく

うん こく じ とう す

けん

きゅうさわ の い いん

ぷく じ やく し どう

さん ごん げん しゃ

あか お しぶ たれ

むな

むな ぎ

ふだ

ご さ

た せき うん いん

ぎょうよう

国指定重要文化財 県指定文化財 市指定文化財



14 15

20 大門大塚古墳・出土遺物
平成5年3月26日
県指定文化財史跡
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南北約105ｍ、東西約85ｍの規模を有す。
説明板有り。

馬伏塚城主であった小笠原氏清の供養塔で、天正
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な被害のあった大野・中新田地区の人々によって造
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毎年12月８日の早朝に、山の神の化身と
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毎年８月15日の夜、平治の乱で悲運の最
期を遂げた源朝長の霊を弔うために、御沙
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73 源朝長墓
昭和54年10月1日
市指定文化財史跡

浅名

77 浅羽佐喜太郎公紀念碑
平成10年7月31日
市指定文化財史跡

梅山

75 万松院の切支丹灯籠　
昭和56年11月3日
市指定文化財史跡

梅山

友永

76 十二所居館
平成10年1月27日
市指定文化財史跡　

諸井 78 古新田遺跡
平成17年1月28日
市指定文化財史跡

浅羽

55 五軒平古墳出土五鈴鏡
昭和57年2月8日
市指定文化財考古資料

愛野

18 五ヶ山 B2 号墳出土遺物
平成15年3月12日
県指定文化財考古資料

浅名

浅名57 鉄剣
平成17年1月28日
市指定文化財考古資料

鷲巣

21 大野命山・中新田命山
平成19年3月20日
県指定文化財史跡

大野・中新田

【
史
跡
】

【
考
古
資
料
】

69 木原大念仏
昭和56年3月5日
市指定文化財無形民俗

68 源朝長公御祭礼
昭和54年10月1日
市指定文化財無形民俗

源朝長は平安時代末期の武
将。源義朝の次男。頼朝・義経
は弟。16歳という短い生涯を閉
じた朝長は岐阜県大垣市に葬
られましたが、敵に墓をあばかれ
京でさらし首にされてしまいま
す。朝長の守役であった大谷忠
太は首を奪い返し、自分の故郷
の地に埋葬したのだといわれて
います。

木原

26 建福寺薬師堂
平成6年3月28日
市指定文化財建造物

川会

24 雲谷寺東司
昭和60年3月19日
市指定文化財建造物

大谷　

27 旧澤野医院
平成11年4月23日
市指定文化財建造物

川井　

66 橘逸勢供養塔
昭和62年5月11日
市指定文化財有形民俗

上山梨

昭和62年5月11日
市指定文化財有形民俗

64 長泉寺薬師如来立像附
遠江四十九薬師像　

昭和62年5月11日
市指定文化財有形民俗　

65 伊勢大神宮
おかげ御蔭接待寄附帳

昭和62年5月11日
市指定文化財有形民俗　

深見

67 六十六部
日本廻国納経帳 小山

見取

23 白山権現社
昭和51年9月21日
市指定文化財建造物

高尾

71 岡山山の神祭り
平成7年1月28日
市指定文化財無形民俗

浅名　 友永　

【
無
形
民
俗
】

【
有
形
民
俗
】

【
建
造
物
】

源  朝長

橘逸勢は平安時代の書家。延暦23
（804）年に最澄・空海らと遣唐使とし
て唐に渡りました。唐では「橘秀才」と
称されたといいます。現在、橘逸勢の
書と明確に確認できるものは残ってい
ませんが、「三筆」の一人であることは
大変有名です。

橘  逸勢

北山遺跡１号墓より262点出土。
緑色凝灰岩を中心に、鉄石英の
材質。弥生時代中期ごろ。
浅羽郷土資料館で展示。

愛野地内より開墾中に発見。直径8.8㎝、周
囲に５個の鈴が付く。青銅製。古墳時代後
期。個人蔵／非公開。

56 管玉
昭和17年1月28日
市指定文化財考古資料

浅名

だい もん おお つか こ ふん しゅつ ど い ぶつ

おお

じゅう に しょ きょ

お がさ

ご か やま びーに ごう ふんしゅつ ど い ぶつ

くだ たま てっ

ご けん びら こ ふんしゅつ ど ご れい きょう

けん

わら うじ きよ く

みなもとの
あさ

ばんしょういん きり し たん どう ろう

ば さ き た ろう こう き ねん ひ
ともながのはか

よう とう

かん ま こ しん でん い せきむし づかじょう あと

の いのちやま なか しん でんいのちやま

く の じょう し

き

たちばなのはやなり

たちばなの

みなもとの とも なが

はや なり

く

ろく

い せ だい

ちょう

とおとうみ し じゅうく やく し ぞう

せん じ やく し にょらいりゅう ぞうつけたり

じん ぐう

お かげ せっ たい き ふ ちょう

じゅうろく ぶ

に ほん かい こく のうきょうちょう

よう とう

はら だい ねん ぶつ おか やま みなもとのともなが こう ご さい れいやま かみ まつ

よこ

あな

だ えん けいかがみいた つきくつわ

しき せきしつ えふ

お

ま

ふき

もっ

さん かく ばん かわ とじ たん こう かぶと かた こう けい こう

かん じき そう

いし はに わ

むし づか

がさ わらなが たか

より とも

おお

た

やのちゅう

こう りき

きょ

たて あなじゅうきょ

し めんひさしたてもの

かん

きよ なが

じ かがみいた つきくつわ けん びし がた

むね

うじほう じょう しげ

たか

たか

ささ だ げん ご

さい

よし より よし

おおやのちゅう

た

つねともとも

ちょう くう かい けん

さん ぴつ

とう し

てん じん

はく

うん こく じ とう す

けん

きゅうさわ の い いん

ぷく じ やく し どう

さん ごん げん しゃ

あか お しぶ たれ

むな

むな ぎ

ふだ

ご さ

た せき うん いん

ぎょうよう

国指定重要文化財 県指定文化財 市指定文化財



16 17

81 梅山八幡神社の森
昭和60年11月3日
市指定文化財天然記念物

梅山

80 大頭竜神社のまき
昭和52年1月12日
市指定文化財天然記念物

広岡 82 槙の木
昭和60年11月3日
市指定文化財天然記念物

松原 83 イマメの木
昭和60年11月3日
市指定文化財天然記念物

松原

14 梵鐘（正福寺）
昭和31年10月17日
県指定文化財工芸品

上山梨

42 鰐口
昭和58年11月3日
市指定文化財工芸品

浅羽

浅名

梅山

富里

富里

32 聖観世音菩薩
昭和57年11月3日
市指定文化財彫刻

31 長泉寺
薬師如来立像

昭和60年3月19日
市指定文化財彫刻

35 阿弥陀如来坐像
平成17年1月28日
市指定文化財彫刻

ヒノキの一木造り。像高31.8㎝、
平安時代後期の特徴を持つ。

浅羽

30 薬師如来立像
昭和58年12月22日
市指定文化財彫刻

川井

深見

【
天
然
記
念
物
】

【
工
芸
品
】

【
彫
刻
】

29 用福寺釈迦涅槃図
平成6年3月28日
市指定文化財絵画

28 蜀桟道
昭和53年11月9日
市指定文化財絵画

上山梨

50 徳川家七ヶ条定書 昭和58年12月22日
市指定文化財古文書

新屋

梅山

49 辰年宇苅馬谷村可納
御年貢割付の書状

昭和58年12月22日
市指定文化財古文書

宇刈

54 拾歩壱御朱印状～徳川七か条御定書～　
昭和56年11月3日
市指定文化財古文書

国本
60 北条出羽守氏重
移葬葬列図

昭和62年5月11日
市指定文化財歴史資料

47 堤上置并道置土について
の裁定書

昭和53年11月9日
市指定文化財古文書

小山

51 文化六年菩提新田巳改茶畑検地帳
文化十三年菩提新田子改茶畑検地帳

昭和58年12月22日
市指定文化財古文書

豊沢

62 妙日尊儀
妙蓮尊儀供養塔

昭和62年5月11日
市指定文化財歴史資料

広岡　

63 裁許状絵図 4点
昭和58年11月3日
市指定文化財歴史資料

松原　

52 遠州周智郡宇苅之内
馬ヶ谷村御検地水帳
昭和58年12月22日
市指定文化財古文書

宇刈

46 遠江国山名郡
川井村水帳

昭和49年10月24日
市指定文化財古文書

川井

61 今川了俊歌切
昭和62年5月11日
市指定文化財歴史資料

堀越

下山梨 43 孝経
昭和53年11月9日
市指定文化財書跡

豊沢
【
絵
画
】

【
書
跡
】

【
古
文
書
】

【
歴
史
資
料
】

浅羽

37 十一面観音坐像
平成17年1月28日
市指定文化財彫刻

36 獅子頭
平成17年1月28日
市指定文化財彫刻

33 不動明王二童子立像
平成13年11月1日
市指定文化財彫刻

34 阿弥陀三尊像
平成13年11月1日
市指定文化財彫刻

富里王子神社の本持仏であった
が、神仏分離で松秀寺に移された。
カヤ材の一木造りで、像高42.5㎝で
ある。室町時代の特徴を示す。

森の広さ約4,600㎡の中に、シイ・タブノキ・クスノキ・ユ
ズリハ・クロガネモチなど約35種の樹木が繁ってい
る。市内では、油山寺・尊永寺境内の森とともに、
「静岡県のお宮の森・お寺の森100選」（昭和６２年
選定）に選ばれている。　説明板あり。駐車場５台。

この梵鐘は当初、遠州橋本教恩寺（新居町）
にあり、文明６（1474）年に鋳造された。その後、
天正12（1584）に森町一宮から移したことがわ
かる。　説明板あり。駐車場３台。

ヒノキ造り。長さ33㎝、高さ27
㎝。正保３（1646）年に、長田
庄司によって補修されたこと
が記されている。　非公開。

天正17（1589）年、徳川家康は農民支
配の統一した基準として一斉に交付し
た。この定書は「梅田村」に宛てたもの
である。

鎌倉時代中期の作風を伝え
る。中央の阿弥陀如来像は、
像高53.5㎝で寄木造りであ
る。右脇侍は、観世音菩薩像、
左脇侍は勢至菩薩像。

平安時代末期の特徴をあらわ
す。寄木造りで、中尊不動明王
の像高132.0㎝。　非公開。

岩松寺の本尊で、平安時代末期の
特徴をあらわす。ヒノキ材の一木造り
で、像高95.0㎝。６０年に一度開帳さ
れる秘仏（次回は2014年の予定）。
説明板あり。

像高39㎝。鎌倉時代後期
の作と推定される。久野城
主・久野宗成の念持仏とも
伝えられる。　非公開。

天正17（1589）年、徳川家康は農民支配の統一した基準として、一斉
に交付した。この定書は、「深見郷」に宛てたものである。　非公開。

像高約125㎝。鉄鋳製で、鎌倉
時代中期ごろの作と推定され、
県内唯一の鉄仏である。
説明板あり。

大頭竜神社の西側に立つ樹高約14
ｍの槙で、樹齢約350年と推定される。

袋井市松原の個人宅に自生する目
通り2.5ｍ、樹齢約３００年の巨木。
説明板あり。

袋井市松原の個人宅に自生する目
通り1.7ｍ、樹齢約150年の巨木。
説明板あり。

慶長９（1604）年に行われた遠州総検地
の一環として、宇刈馬谷村で行われた検
地（田畑などの面積を計測すること）に関
する書状である。個人蔵/非公開。

海蔵寺を開基した今川了俊は、
室町時代の武将・歌人である。
小倉百人一首の中から四首を
写した自筆の歌切である。
非公開。

身延山二十六世知恩院富桜即上人が正保
３（１６４６）年に妙日寺に造立した供養塔。
説明板あり。駐車場10台。

貞享3（1686）年、中畦堤を境に上輪
４ヶ村と、下輪14ヶ村が大争いをした
際の絵図（裁許状絵図）。その他、正
徳3（1713）年の西崎村と松原村の絵
図。延享２（1745）年の浅羽庄井組
26ヶ村惣8ヶ村と新池村の絵図。同写
しの絵図。　非公開。

久野城最後の城主、北条氏重の移葬
の様子を伝えている。万治元（1658）
年、６４歳で亡くなる。　非公開。

慶長９（1604）年に行われた遠州総
検地の一環として、川井村で行われ
た検地（田畑などの面積を計測する
こと）の写しである。個人蔵/非公開。

文化６（1809）年と、文化13（1816）年の茶畑検地帳で、一筆ごと
に畑・間数・面積などが記されている。個人蔵/非公開。

慶長９（1604）年に行われた遠州総検地の
一環として、宇刈馬谷村で行われた検地
（田畑などの面積を計測すること）に関する
書状である。個人蔵/非公開。

元禄元（1688）年に出された本状には、小
山村と土橋村のあいだで起こった論争の
裁決文である。　非公開。

袋井市村松の油山寺に生まれた
書家・川村驥山（1882～1969）の
作品で、約１時間半で流れるように
暗書したと伝えられる。
個人蔵/非公開。

袋井市平宇に生まれた足立
雪山（1845～1921）が、大正６
（1917）年に制作した。
個人蔵/非公開。

正徳４（1714）年作成。｢遠江周智郡上山
梨中町住藤下又四郎守房｣の墨書から、
地元の絵師により描かれたことがわかる。
タテ158.0㎝×ヨコ190.0㎝。　非公開。

室町時代の特徴を持ち、直径
15.5㎝、厚さ４㎝である。青銅製
で、片面の鋳型により、表裏二
面を青銅で鋳造している。
個人蔵/非公開。

16 岩松寺の鰐口
昭和31年10月17日
県指定文化財工芸品

浅羽

大永２（1522）年に製作し、遠江
国分寺薬師堂（磐田市）に奉納
したものである。　非公開。

40 用行義塾版木
昭和56年3月5日
市指定文化財工芸品

広岡 明治６（1872）年に発校した「久津部村用行
義塾」の、規則や学習要項を刻した版木であ
る。袋井東小学校蔵。　非公開。
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39 古瀬戸黄釉瓶子
昭和51年9月21日
市指定文化財工芸品

新屋

昭和49年に鶴松遺跡より出土。鎌倉～
室町時代に愛知県の瀬戸窯で焼かれ
た施釉陶器。　非公開。
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国指定重要文化財 県指定文化財 市指定文化財
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平安時代後期の特徴を持つ。

浅羽

30 薬師如来立像
昭和58年12月22日
市指定文化財彫刻

川井

深見

【
天
然
記
念
物
】

【
工
芸
品
】

【
彫
刻
】

29 用福寺釈迦涅槃図
平成6年3月28日
市指定文化財絵画

28 蜀桟道
昭和53年11月9日
市指定文化財絵画

上山梨

50 徳川家七ヶ条定書 昭和58年12月22日
市指定文化財古文書

新屋

梅山

49 辰年宇苅馬谷村可納
御年貢割付の書状

昭和58年12月22日
市指定文化財古文書

宇刈

54 拾歩壱御朱印状～徳川七か条御定書～　
昭和56年11月3日
市指定文化財古文書

国本
60 北条出羽守氏重
移葬葬列図

昭和62年5月11日
市指定文化財歴史資料

47 堤上置并道置土について
の裁定書

昭和53年11月9日
市指定文化財古文書

小山

51 文化六年菩提新田巳改茶畑検地帳
文化十三年菩提新田子改茶畑検地帳

昭和58年12月22日
市指定文化財古文書

豊沢

62 妙日尊儀
妙蓮尊儀供養塔

昭和62年5月11日
市指定文化財歴史資料

広岡　

63 裁許状絵図 4点
昭和58年11月3日
市指定文化財歴史資料

松原　

52 遠州周智郡宇苅之内
馬ヶ谷村御検地水帳
昭和58年12月22日
市指定文化財古文書

宇刈

46 遠江国山名郡
川井村水帳

昭和49年10月24日
市指定文化財古文書

川井

61 今川了俊歌切
昭和62年5月11日
市指定文化財歴史資料

堀越

下山梨 43 孝経
昭和53年11月9日
市指定文化財書跡

豊沢
【
絵
画
】

【
書
跡
】

【
古
文
書
】

【
歴
史
資
料
】

浅羽

37 十一面観音坐像
平成17年1月28日
市指定文化財彫刻

36 獅子頭
平成17年1月28日
市指定文化財彫刻

33 不動明王二童子立像
平成13年11月1日
市指定文化財彫刻

34 阿弥陀三尊像
平成13年11月1日
市指定文化財彫刻

富里王子神社の本持仏であった
が、神仏分離で松秀寺に移された。
カヤ材の一木造りで、像高42.5㎝で
ある。室町時代の特徴を示す。

森の広さ約4,600㎡の中に、シイ・タブノキ・クスノキ・ユ
ズリハ・クロガネモチなど約35種の樹木が繁ってい
る。市内では、油山寺・尊永寺境内の森とともに、
「静岡県のお宮の森・お寺の森100選」（昭和６２年
選定）に選ばれている。　説明板あり。駐車場５台。

この梵鐘は当初、遠州橋本教恩寺（新居町）
にあり、文明６（1474）年に鋳造された。その後、
天正12（1584）に森町一宮から移したことがわ
かる。　説明板あり。駐車場３台。

ヒノキ造り。長さ33㎝、高さ27
㎝。正保３（1646）年に、長田
庄司によって補修されたこと
が記されている。　非公開。

天正17（1589）年、徳川家康は農民支
配の統一した基準として一斉に交付し
た。この定書は「梅田村」に宛てたもの
である。

鎌倉時代中期の作風を伝え
る。中央の阿弥陀如来像は、
像高53.5㎝で寄木造りであ
る。右脇侍は、観世音菩薩像、
左脇侍は勢至菩薩像。

平安時代末期の特徴をあらわ
す。寄木造りで、中尊不動明王
の像高132.0㎝。　非公開。

岩松寺の本尊で、平安時代末期の
特徴をあらわす。ヒノキ材の一木造り
で、像高95.0㎝。６０年に一度開帳さ
れる秘仏（次回は2014年の予定）。
説明板あり。

像高39㎝。鎌倉時代後期
の作と推定される。久野城
主・久野宗成の念持仏とも
伝えられる。　非公開。

天正17（1589）年、徳川家康は農民支配の統一した基準として、一斉
に交付した。この定書は、「深見郷」に宛てたものである。　非公開。

像高約125㎝。鉄鋳製で、鎌倉
時代中期ごろの作と推定され、
県内唯一の鉄仏である。
説明板あり。

大頭竜神社の西側に立つ樹高約14
ｍの槙で、樹齢約350年と推定される。

袋井市松原の個人宅に自生する目
通り2.5ｍ、樹齢約３００年の巨木。
説明板あり。

袋井市松原の個人宅に自生する目
通り1.7ｍ、樹齢約150年の巨木。
説明板あり。

慶長９（1604）年に行われた遠州総検地
の一環として、宇刈馬谷村で行われた検
地（田畑などの面積を計測すること）に関
する書状である。個人蔵/非公開。

海蔵寺を開基した今川了俊は、
室町時代の武将・歌人である。
小倉百人一首の中から四首を
写した自筆の歌切である。
非公開。

身延山二十六世知恩院富桜即上人が正保
３（１６４６）年に妙日寺に造立した供養塔。
説明板あり。駐車場10台。

貞享3（1686）年、中畦堤を境に上輪
４ヶ村と、下輪14ヶ村が大争いをした
際の絵図（裁許状絵図）。その他、正
徳3（1713）年の西崎村と松原村の絵
図。延享２（1745）年の浅羽庄井組
26ヶ村惣8ヶ村と新池村の絵図。同写
しの絵図。　非公開。

久野城最後の城主、北条氏重の移葬
の様子を伝えている。万治元（1658）
年、６４歳で亡くなる。　非公開。

慶長９（1604）年に行われた遠州総
検地の一環として、川井村で行われ
た検地（田畑などの面積を計測する
こと）の写しである。個人蔵/非公開。

文化６（1809）年と、文化13（1816）年の茶畑検地帳で、一筆ごと
に畑・間数・面積などが記されている。個人蔵/非公開。

慶長９（1604）年に行われた遠州総検地の
一環として、宇刈馬谷村で行われた検地
（田畑などの面積を計測すること）に関する
書状である。個人蔵/非公開。

元禄元（1688）年に出された本状には、小
山村と土橋村のあいだで起こった論争の
裁決文である。　非公開。

袋井市村松の油山寺に生まれた
書家・川村驥山（1882～1969）の
作品で、約１時間半で流れるように
暗書したと伝えられる。
個人蔵/非公開。

袋井市平宇に生まれた足立
雪山（1845～1921）が、大正６
（1917）年に制作した。
個人蔵/非公開。

正徳４（1714）年作成。｢遠江周智郡上山
梨中町住藤下又四郎守房｣の墨書から、
地元の絵師により描かれたことがわかる。
タテ158.0㎝×ヨコ190.0㎝。　非公開。

室町時代の特徴を持ち、直径
15.5㎝、厚さ４㎝である。青銅製
で、片面の鋳型により、表裏二
面を青銅で鋳造している。
個人蔵/非公開。

16 岩松寺の鰐口
昭和31年10月17日
県指定文化財工芸品

浅羽

大永２（1522）年に製作し、遠江
国分寺薬師堂（磐田市）に奉納
したものである。　非公開。

40 用行義塾版木
昭和56年3月5日
市指定文化財工芸品

広岡 明治６（1872）年に発校した「久津部村用行
義塾」の、規則や学習要項を刻した版木であ
る。袋井東小学校蔵。　非公開。
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39 古瀬戸黄釉瓶子
昭和51年9月21日
市指定文化財工芸品

新屋

昭和49年に鶴松遺跡より出土。鎌倉～
室町時代に愛知県の瀬戸窯で焼かれ
た施釉陶器。　非公開。
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